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発表内容 酸性化が懸念されている夜叉ヶ池の水質の詳細調査を平成 9 年度に

引き続き行った。 

調査の結果、ｐＨは 4.93 から 5.48 の間で変動し、平均は 5.22 であっ

た。季節変動をみると、雪解け時の 5 月上旬が最も低く、8 月下旬から 9

月上旬にかけて最も高かった。平成 9年度と比較すると平均値も最高値も

低くなっており、酸性化が進行していることが示唆された。 

また、ｐＨと各イオン濃度との関係をみてみたところ、SO4
2-濃度、NO3

-

濃度ともにｐＨとの間に負の相関がみられたが、K+、Ca2+、Na+、Mg2+の金

属イオン濃度とｐＨの間には相関はみられなかった。 

湖水量の季節変動の調査した結果、湖水量は春先に最も多く、その後

徐々に減少していき 6 月以降は大きな変動もなくほぼ一定量で推移して

いた。 

湖水量と湖内の総イオン濃度は類似した変動を示しており、水質は湖水

量の影響を受けていると考えられた。 

 


